
に
南
ア
フ
リ
カ
で
確
認
さ
れ
た
後
5

月
以
降
、
欧
米
を
中
心
に
広
が
っ
て

い
る
。W

H
O

（
世
界
保
健
機
関
）
に

よ
る
と
、

月
中
旬
の
段
階
で
は
、

6

世
界
で
検
出
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
全
体
の

％
ほ
ど
を
占
め
て

40

い
る
と
い
う
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の

疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
7

月

日
現
在
、
ア
メ
リ
カ
で
新
た
に

2
報
告
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
の
う
ち
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
「B

A
.5

」
の
割
合
は53.6

％
と
な

っ
て
お
り
、
感
染
の
増
加
に
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
保
健
当
局
の

月

日

の

発

表

に

よ

る

と

、

6

24

「B
A

.5

」
は
、
そ
れ
ま
で
主
流
で
あ

っ
た
「BA

.2

」
と
比
べ
て
、35.1

％

速
く
広
が
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
る
。

「BA
.5

」
の
特
徴

海
外
の
情
報
や
国
内
の
感
染
状
況

か
ら
、
わ
か
っ
て
き
た
「BA

.5

」
ウ

イ
ル
ス
の
特
徴
を
列
挙
す
る
と
次
の

通
り
で
あ
る
。

①
「B

A
.5

」
の
性
質

「BA
.5

」
は
ウ
イ
ル
ス
の
表
面
に

あ
る
突
起
で
、
細
胞
に
感
染
す
る
際

の
足
が
か
り
と
な
る
「
ス
パ
イ
ク
た

ん
ぱ
く
質
に
「L452R

」
な
ど
の
変

異
が
起
き
て
い
て
、
免
疫
を
逃
れ
る

性
質
が
あ
る
。W

H
O

に
よ
る
と
、

「BA
.5

」
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
働
き
を

抑
え
る
中
和
抗
体
の
効
果
が
当
初
広

が
っ
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
「BA

.1

」

に
比
べ
て

分
の

以
下
に
な
っ
た

7

1

と
い
う
実
験
結
果
が
あ
る
と
い
う
こ

★
末
崎
地
区
生
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー

「
長
寿
大
学
」
開
催

大
船
渡
市
立
中
央
公
民
館
（
飯
田

秀
館
長
）
は
本
年
度
も
「
生
き
が
い

セ
ミ
ナ
ー
」
を
市
内

地
区
で
各
地

11

区
公
民
館
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
協
力
を

受
け
開
講
す
る
。

こ
の
生
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー
は
、
高

齢
者
の
方
々
に
様
々
な
学
習
の
機
会

を
提
供
し
、
習
得
し
た
知
識
や
技
能

を
活
用
し
て
、
生
き
が
い
を
持
っ
て

楽
し
く
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨
で
、
毎
年

各
地
区
に
お
い
て
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
収
束
し
て
い
な
い
段
階
で

の
事
業
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
末
崎

地
区
で
は
、
６
月

日
（
水
）
に
開

22

催
し
た
「
口
腔
ケ
ア
で
病
気
予
防
」

を
含
み
４
回
講
座
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
口
腔
ケ
ア
で
病
気
予
防
」

講
座
で
は
、
末
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
員
男
女

名
が
参
加
さ
れ
ま
し

25

た
。真

剣
な
眼
差
し
で
、
受
講
さ
れ
る

傍
ら
笑
い
も
あ
り
和
や
か
な
う
ち
に

第
一
回
の
講
座
は
修
了
し
ま
し
た
。

「
長
寿
大
学
今
後
の
学
習
計
画
」

７
月

日
（
木
）
防
災
紙
芝
居

21
講
師

横
道
毅
氏

月
３
日
（
月
）
気
仙
の
郷
土
史
（
仮
）

10

講
師

甘
竹
勝
郎
氏

月

日
（
木
）
体
力
づ
く
り
講
座

11

10
講
師

熊
谷
侑
希
氏

※
写
真
は
６
月

日
（
水
）
「
口
腔

22

ケ
ア
で
病
気
予
防
」
の
受
講
風
景

★
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
の
募
集
を
し

て
お
り
ま
す
。

月

日
、
全
国
で

万3311

7

15

10

人
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
が
確
認
さ
れ
た
。
感
染
者
が
10

万
人
超
え
る
の
は

月

日
以
来

2

8

で
、
過
去

番
目
の
多
さ
で
あ
る
。

2

流
行
「
第

波
」
の
勢
い
に
歯
止

7

め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

こ
の
急
拡
大
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス

は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
「BA

.5

」
と

い
わ
れ
る
。

月
中
に
は
ほ
ぼ

8

100

％
「BA

.5
」
に
置
き
換
わ
る
の
で

は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

「BA
.5

」
の
感
染
力
、
症
状
、
ワ

ク
チ
ン
効
果
に
係
る

N
H

K

の
資

料
に
よ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で

あ
る
。

東
京
都
内
の
感
染
状
況
を
分
析

し
た
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
の
大
曲
貴
夫
国
際
感
染
症
セ
ン

タ
ー
長
は

月

日
、
再
拡
大
の

6

30

要
因
を

つ
挙
げ
た
。
そ
れ
は
、

4

①
暑
さ
（
冷
房
で
換
気
が
悪
い
）

②
人
出
（
接
触
機
会
が
増
加
し
て

い
る
）
③
免
疫
（
感
染
あ
る
い
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
し
て
い
る
が
免
疫

の
効
果
低
下
の
人
が
増
加
し
て
い

る

）

④

変
異
（

オ

ミ

ク

ロ

ン
株

BA
.5

に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
）

で
あ
る
。
「BA

.5

」
は
オ
ミ
ク
ロ

ン

株

の

一

種

で
、2022

年

月
2

 

2 獅子と狛犬について
現在日常的に目にする獅子は、どこの神社の境内にもあ

る狛犬と思います。あるいは獅子に乗った文殊菩薩の像や
仏具の装飾に使用された獅子の像や絵などがあります。
この獅子・狛犬は長い年月をかけて西域のエジプト、メ

ソポタミア、ミケーネ(現ギリシア)、あるいはペルシャ(現
イラン周辺)等の国から主にシルクロードを通って中国に伝
わり高麗(朝鮮半島)を経由して日本に伝わったものであり
ます。また、インドで発生した仏教を通して日本に伝わっ
たものもあります。
獅子の像や絵が日本に伝わったのは、仏教が日本に伝わ

ったとされる 552 年頃と思われます。しかし これは日本
書紀に記録されているものを基準しているもので、それ以
前に朝鮮半島から日本に移住した人もあるので、これより
前に仏教が伝わっていた可能性もあります。
西域では神殿や城門などに獅子像を置いたり彫刻してい

たものが中国・朝鮮半島(高麗・こま)を通って日本に入っ
てきたときには、獅子と狛犬が一対に変化して日本に伝わ
ったようです。
平安時代の大治年間(1126 ～ 1130 年)に書かれた本には

「左獅子 於色黄 口開 右胡麻犬(こまいぬ) 於色白
不開口 在角」とあり、はじめは宮中の高御座(たかみくら)
等の左右に配置されて天皇を守る役割や、あるいは調度品
として置かれていたようです。
「右胡麻犬(狛犬)には角がある」と記されています。この
様式が神社等にも普及し、最初は室内に置かれていたもの
が時が経つに従って外に置かれるようになり、木製から石
や銅製等に変化し、「獅子と狛犬」だった呼び名も「狛犬」
と変化していったもの
と思われます。したが
って古い時代に作られ
た狛犬の一方には角が
ついた狛犬が今でも見
ることが出来ます。
また、獅子と狛犬だっ
たものが、どちらも獅
子になり、阿吽の獅子
になり、雌雄の獅子な
どへと変化してきたも
のと思われます。(紀)

和歌山県 高野山 一角の狛犬

獅子舞・権現様・虎舞について オ
ミ
ク
ロ
ン
株
「
Ｂ
Ａ
・
５

」

の
特
徴

早
め
に
受
け
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

感

染

し

た

場

合

の

重
症

度

は

従

来

の
オ

ミ

ク

ロ

ン

株

と

同
程

度

だ

と

さ

れ

て

い
る

が

、

感

染
者

数

が

ど

ん

ど

ん

増

え

れ
ば

。

重

症

に

な
る

人

も

で

る

の

で
、

注

意
が
必
要
だ
、
と
い
っ
て
い
る
。

あ

ら

た

め

て

、

こ

ま

め
な

手

洗
い
、
屋
内
で
の
マ
ス
ク
着
用
、

三

密

（

密

閉

、

密
集

、

密

接

）

に
な

ら

ぬ

よ

う

に

、

そ

し
て

換

気

に

も

気

配
り

を

。

会

食

時
は

少

人

数

で

短

時

間

に
と

ど

め

て

で

き
る

限

り

マ

ス

ク

会

食
で

、

と

い

っ

た

こ
の

年

半

で

身
に

2

つ

い

た

基

本

的

感

染

対
策

を

し

っ
か
り
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

★

令

和

４

年

度

の
地

域

公

民

館

長
は
つ
ぎ
の
方
々
で
す
。

船
河
原

藤
田
一
彦

峰
岸

熊
谷
猛

細
浦

高
橋
雄
一

神
坂

佐
々
木
元
夫

中
野

高
橋
隆
哉

小
細
浦

菅
原
健
吾

平

志
田
勉

平
南
団
地

熊
谷
信
弘

小
田

後
藤
雄
志

梅
神

木
村
正
信

小
河
原

尾
形
眞
二

門
之
浜

小
松
進

中
井

菅
原
悟

西
舘

及
川
宗
夫

碁
石

大
和
田
勇

三
十
刈

熊
谷
健
悦

山
根

菅
野
一

※
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

★
末
崎
体
育
協
会
主
催

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

６
月

日
（
日
）
小
細
浦
グ
ラ

26

ウ

ン

ド

・

ゴ

ル
フ

場

で

名
の

32

参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

古
澤

範

雄

打
②

56

準
優
勝

菊
池
喜
久
夫

打
②

57

第

３

位

新
沼

紀

典

打
①

58

と
で
あ
る
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
や
感
染
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
免

疫
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
弱
ま

っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
感
染
の
広

が
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
み
ら

れ
て
い
る
。

②
感
染
し
た
場
合
の
重
症
化

感
染
し
た
場
合
に
重
症
化
し
や

す

い

か

ど

う

か

に

つ
い

て

W
H

O

は

月

日
の
週
報
で
「B

A
.1

と

6

22

比

べ
て
変

化

し
て
い
る
情

報

は
な

い
」
と
し
て
い
る
ほ
か
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
も

月

日
の
報
告
で
、
デ
ー
タ
は

6

13

ま

だ

限

ら

れ

て

い

る

と

し

た

上

で
、
「
重
症
度
が
増
し
て
い
る
と
い

う
証
拠
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。

③
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ

ス
の
保
健
当
局
は

月
下
旬
ま
で

5

の

か
月
余
り
の
間
に
感
染
し
た

1
人

の

デ

ー

タ

を

分

析

し

た

と

こ

ろ
、
「B

A
.5

」
に
感
染
し
た
人
と
「B

A
.2

」
に
感
染
し
た
人
と
の
間
で
、
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
に
大
き
な
違
い
は
な

か
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。

東
京
医
科
大
学

濱
田
篤
郎
特

任

教

授

は

、
「BA

.5

」

は

、

い

ま

ま
で
流
行
し
て
い
た
タ
イ
プ
の
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
に
比
べ
て
感
染
力
が

や
や
強
く
、
免
疫
を
持
っ
て
い
る

人
も
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。
少
な
く
と
も
ワ
ク
チ
ン
を
2

回
し
か
受
け
て
い
な
い
人
は
か
な

り
か
か
り
や
す
い
と
思
っ
た
方
が

よ
く
、

回
目
の
接
種
を
早
め
に

3

受
け
手
ほ
し
い
。
特
に
高
齢
者
は

時
期
が
来
た
ら

回
目
の
接
種
を

4
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